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■同時発表先：合同庁舎記者クラブ、岡山県政記者会、広島県政記者クラブ、山口県政記者会、山口県政記者クラブ、 

山口県政滝町記者クラブ、中国地方建設記者クラブ、高松サンポート合同庁舎記者クラブ、愛媛県番町記者クラブ 

「Google マップ のストリートビューで瀬戸内の魅力発信！」 
瀬戸内・海の路ネットワーク推進協議会（通称：海ネット）では、世界に誇れる瀬戸内海の

魅力を広く発信するための取組を推進しております。 

今般、こうした取組の一環として、Googleが提供するトレッカーパートナープログラムを活

用し、瀬戸内海汽船(株)及び四国フェリー(株)の全面的な協力により、風光明媚な瀬戸内海を

往来する定期フェリーからの景観を撮影。１月２２日より、※Google マップのストリートビュ

ーでご覧いただけるようになりましたのでお知らせします。 

 

○ストリートビューでご覧いただける航路（資料１参照） 

・広島～呉～松山航路：瀬戸内海汽船㈱（広島市） 

           ＨＰアドレス：http://setonaikaikisen.co.jp/ 

・宇野～高松航路  ：四国フェリー㈱（高松市） 

             ＨＰアドレス：http://www.shikokuferry.com/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※Googleマップのストリートビューについて 

ストリートビューは、Google が提供する Googleマップの機能の一つで、街中や観光名所等をその場にいるかのように 360度

のパノラマ写真でご覧いただけるサービスです。 

※ストリートビュートレッカーパートナープログラムとは 

ストリートビュートレッカーパートナープログラムは、ストリートビューの撮影を希望する観光協会や非営利団体、大学、研

究機関などに Google がバックパック型のストリートビュー撮影機材「トレッカー」を無償で貸出すプログラムです。 

＜問い合わせ先＞  

 瀬戸内・海の路ネットワーク推進協議会事務局（中国地方整備局港湾空港部内） 

【担 当】中国地方整備局 港湾空港部 ０８２－５１１－３９２８（直通：平日・昼間） 

              木
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（計画管理官） 

事務局長  高
たか

 津
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 治
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（港湾物流企画室長） 

           吉
よし
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 成
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（課長補佐） 

四国地方整備局 港湾空港部 ０８７－８１１－８３３０（直通：平日・昼間） 

           新
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みょう

  薫
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（沿岸域管理官） 

【広報担当窓口】           ０８２－２２１－９２３１（代表：平日・昼間） 

広報広聴対策官    坂
さか

 本
もと

 繁
しげ

 幸
ゆき

（内線2117） 

企画部 環境調整官  田
た

 尾
お

 和
かず

 也
なり

（内線3114） 

宇野～高松航路 広島～呉～松山航路 

http://setonaikaikisen.co.jp/
http://www.shikokuferry.com/


広島～呉～松山 
（瀬戸内海汽船（株）） 

宇野～高松 
（四国フェリー（株）） 

フェリー四万十川（瀬戸内海汽船（株）） フェリー第八十七玉高丸（四国フェリー（株）） 

資料１ ○Ｇｏｏｇｌｅマップのストリートビュー フェリー航路 

○撮影使用船舶 出典 国土地理院ホームページ 



○高速海上交通時代に対応した今日的意義のある「海の路の構築」、
並びに地震津波に対応した防災ネットワークの整備 

○瀬戸内海の景観、歴史、文化、食、街並み等インバウンド観光時代
における瀬戸内の魅力発信 

○失われた干潟、藻場の再生や災害、荒廃によるはげ山の修復等の
瀬戸内海の環境創造 

海ネットの設置目的 

海ネットの活動指針 

 瀬戸内海沿岸市町村相互の連携により、瀬戸内海の多様な資源を

生かした人の流れを創り出し、防災ネットワーク機能の強化を視野に入

れた瀬戸内・海の路の利用振興を図りつつアメニティー豊かな地域とし

て沿岸地域全体の発展に資することを目的とし、平成３年５月に設立

された。（海ネット会長：入山 欣郎会長（大竹市長）） 

瀬戸内・海の路ネットワーク推進協議会（海ネット） 

瀬戸内海沿岸の１０７市町村、 
１１府県、国土交通省９地方機関 

海ネット会員 

協議会の主な取組 

参考 

「瀬戸内・海の路ネットワーク災害時相互応援に関する
協定」（海ネット協定） 
７０会員(50市19町1村)で締結（H26.12.17時点)  
平時は瀬戸内・海の路を通じた地域振興や魅力発信に
より地域間の絆を深め、災害時には、平時に構築された
瀬戸内・海の路ネットワークを活かして相互に応援を行
うことを目的に締結された。 

平成24年6月1日海ネット協定締結式 

「リフレッシュ瀬戸内」 
「受け継ごう きれいで豊かな瀬戸の海」を合い言葉に
海浜清掃活動を実施。平成５年より、延べ約１８２万人
が参加、約１万７千６百トンのゴミを回収。また、環境美
化活動へ活用す 
るため、ゴミの組 
成調査「海の健 
康診断調査」を 
実施。 

緊急物資輸送訓練 
海ネット協定の実効性を高めるために、松
山市と呉市との間で、船舶を利用した緊急
支援物資輸送の訓練を初めて実施。 

清掃の様子（香川県坂出市） 訓練の様子 
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